
IPS e.max プレスは、その高強度を活かし、様々な症例で幅広く使用されてきた。

現在では適応範囲は拡大し、インプラント上部構造まで広がりを見せており、そのガイドラインとして、

この度「IPS e.max プレス スーパーストラクチャー ソリューション」を展開する。

これにより、インプラントの上部構造に適切なエマージェンスプロファイルをデザインし、

歯肉が退縮しても天然歯のような自然感のある審美性が得ることが可能となった。

インプラント修復の成功には、シンプルで効率的な軟組織のマネジメントや上部構造の信頼性、

安定性が重要であり、機能性だけではなく審美性もより健全な天然歯列に近いインプラント修復が求められている。

歯科医師と患者が求める審美性だけではなく、機能性を実現するために、

終始チェアサイドとラボサイドの情報共有がキーポイントとなる。

この「IPS e.max プレス スーパーストラクチャー ソリューション」がこれを実現する。
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IPS e.max をインプラントで活かす、新しいテクニック。
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